
高・低病原性鳥インフルエンザ対策の概要

• 海外の発生情報の収集及び水際検疫体制の確立。

• 家きん・野鳥のモニタリングによる監視及び異常家きん等の早期発見・早期通報の徹底。

• 農場の飼養衛生管理の徹底による発生予防対策の実施。

• 防疫演習や緊急防疫対応等の危機管理体制の構築。

• 発生時の動物福祉に配慮した処分及び移動制限などの迅速なまん延防止対策の実施。

まん延防止対策
イメージを表示できません。メモリ
不足のためにイメージを開くこと…

まん延防止対策

万が一の発生時には・・・

発生国・地域

発生予防対策
イメージを表示できません。メモリ
不足のためにイメージを開くこと…
発生予防対策発生予防対策

水際検疫
・発生情報の収集
・発生国・地域からの
家きん、家きん肉等の

輸入停止

野鳥のモニタリング 家畜保健衛生所

モニタリング

農場の飼養衛生

管理の徹底

・防鳥ネット等の各種侵入防止対策
・鶏舎内外の整理・清掃・消毒
・鶏の健康管理
・従業員の知識習得

・早期発見・早期通報
・処分、焼・埋却、消毒
・移動制限と清浄性確認の検査
・衛生条件の確認による鶏卵の出荷等
・感染経路の調査
・損失に対する互助補償等

家畜保健衛生所

・異常家きんの
早期発見・早期
通報の徹底

関係者間の連携・

連絡体制の構築

発生農場

清浄国に復帰
野鳥・野生動物、人・車両、飲用水・飼料等の

汚染からの侵入防止

・空海港での
靴底消毒

高病原性鳥インフルエンザ防疫指針により我が国の清浄性を維持 8



家きんの高病原性・低病原性鳥インフルエンザの発生状況（2018年以降）

高病原性発生地域＝

低病原性発生地域＝

※１ 地図上の配色は家きんについて
※２ （）は病原性
※３ 高病原性・低病原性併発地域は高病原性と表記

出典:OIE報告（Immediate notification）等

2019年12月12日現在

※1赤字は更新点

※2 日付は発生日又は検体回収日に基づく

※3 [ ]は野鳥及び愛玩鳥等における発生を示す

※4 本図は発生の有無を示したもので、その後の清浄性確認については記載していない

※5 Immediate notification のうち最新のものを記載

※6 韓国のウイルス亜型の詳細については「韓国における野鳥からのインフルエザウス分離事例」を参照

《 東アジア 》
中国 H5N1（高） 2019.3.26 台湾 H5N8（高） 2018.1.31

H5N6（高） 2019.5.24 H5N2（高） 2018.3.20

H7N9（高） 2018.5.22 H7N7（低） 2019.1.10

[H7N9（高） [2019.3.17] H5N5（高） 2019.9.9

韓国※ H7N7（低） [2019.3.25] H5（高） 2019.10.27

H5N1（低） [2019.3.14]他 香港 H5N6（高） 2018.1.18

[2018.4.7]

《 ロシア・NIS諸国 》

ロシア H5N2（高） 2018.8.9

H5    （高） 2019.1.4

日本 H5N6（高） 2018.1.10

《 東南アジア 》

ベトナム H5N1（高） 2019.5.4

H5N6（高） 2019.6.23

ラオス H5N1（高） 2018.10.10

カンボジア H5N1（高） 2018.8.20

H5N6（高） 2019.3.25

H7N4（低） 2018.2.24

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ H5N1（高） 2018.3.21

マレーシア
H5(高)
H5N1（高）

[2018.12.15］
2018.7.27

《西アジア》

イスラエル H5N8（高） 2018.4.20

[2018.1.30]

《南アジア》

インド H5N1（高） [2018.12.15]

2019.1.25

ネパール H5N1（高） [2019.3.17]

2019.6.11

H5N1（低） 2018.5.20

アフガニスタン H5（高） 2018.1.14

2018.1.23

パキスタン H5N8（高） [2018.1.26]

ブータン H5N1（高） 2019.4.6

イラン H5N1（高） [2018.1.31]

H5N8（高） 2018.12.24

《ヨーロッパ》

オランダ H5N6（高） 2018.2.24

フランス H5N1（低） 2018.3.22

H5N5（低） 2018.3.29

H5（低） 2019.10.3

ブルガリア H5N8(高) 2018.10.3

H5(高) 2019.3.13

スウェーデン H5N6（高） [2018.2.24]

2018.3.11

H5      （低） 2018.5.23

アイルランド H5N6（高） [2018.1.31]

ドイツ H5N6（高） [2018.1.4]

2018.3.20

デンマーク H5N6（高） [2018.12.22]

H5（低） 2019.6.25

H7（低） 2019.3.12

フィンランド H5N6  （高） [2018.4.18]

H5N6  （高） [2018.4.27]

英国 H5（低） 2019.12.4

《南北アメリカ 》

米国

ミズーリ州 H7N1（低） 2018.2.26

テキサス州 H7N1（低） 2018.3.6

カリフォルニア州 H7N3（低） 2018.10.4

H5（低） 2019.4.15

ミネソタ州 H5N2（低） 2018.10.19

メキシコ H7N3（高） 2019.6.19

ドミニカ共和国 H5N2(低) 2018.11.2

チリ共和国 H7（低） 2019.8.27※2018年4月16日にOIEの規定に基づき清浄化

《中東》

エジプト H5N2（高） 2019.2.21

イラク H5N8（高） 2019.3.17

クウェート H5N8（高） [2019.1.24]

《アフリカ》

ナミビア H5N8（高） [2019.2.3]

ナイジェリア H5N6（高） 2019.6.25
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アジアにおける高病原性及び低病原性鳥インフルエンザの発生状況

2019年12月15日現在

（赤：高病原性鳥インフルエンザ、青：低病原性鳥インフルエンザ）

出典：OIE WAHID 他

※⑱インドネシアは継続発生中

① ⑫

②

④

③

⑨

⑧

⑦

⑥

⑤

⑪

⑩

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

（発生日、検体回収日に基づく）

⑳

家きん● 野鳥▲

※野鳥の低病原性鳥インフルエンザについては、確認ができた韓国のみ記載

①
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ベ
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⑩
中
国

⑪
香
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⑫
台
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⑬
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国

⑭
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ン
ゴ
ル

⑮
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⑯
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⑰
ロ
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⑲
ス
リ
ラ
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⑳
北
朝
鮮

㉑
フ
ィ
リ
ピ
ン

2017年

1月 ● ●▲ ●● ●▲ ●● ●▲ ●▲ ●▲

2月 ● ● ● ● ●▲ ●▲ ●▲ ●▲

3月
●
▲

● ● ● ● ● ●▲ ●

4月 ● ● ● ▲ ●● ● ●

5月 ● ● ● ●

6月 ● ● ●

7月 ● ● ● ● ●

8月 ● ● ● ● ●

9月 ● ●

10月 ● ● ●

11月 ▲ ● ● ● ▲ ● ●

12月 ● ● ● ▲ ●● ● ●

2018年

1月 ● ● ●● ● ●▲

2月 ●▲ ● ● ● ▲ ● ●

3月 ▲ ● ● ● ●● ● ▲ ●

4月 ● ▲ ●

5月 ● ● ● ●

6月 ● ● ● ●

7月 ● ● ● ●

8月 ● ● ●

9月 ● ● ● ●

10月 ● ● ● ● ▲

11月 ● ● ● ▲

12月 ●▲ ▲ ● ● ▲

2019年

1月 ●▲ ●● ▲ ●

2月 ▲ ● ● ● ● ▲

3月 ● ● ● ●▲ ●▲ ▲

4月 ● ● ●

5月 ● ● ● ●

6月 ● ● ●

7月 ●

8月 ● ● ●

9月 ●

10月 ● ● ▲

11月 ● ▲

12月 ● ▲

㉑
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新疆ウイグル自治区

雲南省

チベット自治区

甘粛省

青海省

貴州省
江西省

四川省

江蘇省

福建省

広東省

海南省

広西チワン
族自治区

湖南省

黒龍江省

内モンゴル自治区 北京市

香港

天津市

マカオ

河北省

山西省

河南省

湖北省

重慶市

安徽省

浙江省

山東省寧夏回族
自治区

陝西省

中国における高病原性鳥インフルエンザの発生状況（2018年1月～）

※出典：OIE他
※赤字は更新点

遼寧省

吉林省

2019年6月3日現在

【湖南省】

2018年9月（H5N6）家きん

【広西チワン族自治区】

2018年2月（H5N6）家きん

＊1 鳥種はコクチョウ

【貴州省】

2018年9月（H5N6）家きん

【湖北省】

2018年9月（H5N6）家きん

【山西省】

2018年3月（H7N9）家きん

【江蘇省】

2018年11月（H5N6）家きん

【遼寧省】

2018年5月（H7N9）家きん

2019年3月（H7N9）飼育鳥

2019年3月（H5N1）家きん

【陝西省】

2018年2月（H7N9）家きん

【雲南省】

2018年10月（H5N6）家きん

2018年11月（H5N6）家きん

2019年2月13日（H5N6）家きん

【寧夏回族自治区】

2018年4月（H7N9）家きん

【新疆ウイグル自治区】

2019年5月（H5N6）家きん

【青海省】

2018年6月（H5N1）家きん
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韓国における高病原性鳥インフルエンザの状況 （2017年11月以降）

（韓国農林畜産食品部資料より）

：家きんでの発生
：野鳥からのウイルス分離

※ 日は症状の発現日又は検体の採取日

全羅北道（２件）
①11月17日 高敞（コチャン）郡 肉用あひる H5N6

④12月21日 井邑（チョンウプ）市 肉用あひる H5N6

（③と同一系列農場）

2018年3月21日現在
農林水産省動物衛生課

11/17

11/13

江原道

慶尚北道

慶尚南道

ソウル特別市

仁川広域市

大田広域市

世宗特別自治市

大邸広域市

蔚山広域市

釜山広域市

光州広域市

11/21

11/27

12/8

12/19

12/26

12/28

12/13

12/21

12/19

12/20

12/23

12/28

1/18

12/22

12/26

1/1

12/28

1/7

全羅南道（１１件）
②12月 8日 霊岩（ヨンアム）郡 種あひる H5N6

③12月19日 霊岩（ヨンアム）郡 肉用あひる H5N6

（②の疫学関連農場）
⑤12月26日 霊岩（ヨンアム）郡 種あひる H5N6

（③と同一系列農場）
⑥12月26日 高興（コフン）郡 肉用あひる H5N6

⑦12月28日 羅州（ナジュ）市 種あひる H5N6

⑧12月28日 霊岩（ヨンアム）郡 肉用あひる H5N6

⑨ 1月 1日 高興（コフン）郡 肉用あひる H5N6

⑪ 1月 4日 康津（カンジン）郡 種あひる H5N6

⑫ 1月 7日 羅州（ナジュ）市 肉用あひる H5N6

⑬ 1月 9日 長興（チャンフン）郡 肉用あひる H5N6

⑭ 1月10日 康津（カンジン）郡 種あひる H5N6

京畿道（５件）
⑩ 1月 2日 抱川（ポチョン）市 採卵鶏 H5N6

⑮ 1月26日 華城（ファソン）市 採卵鶏 H5N6

⑯ 1月27日 平沢（ピョンテク）市 採卵鶏 H5N6

⑳ 3月16日 平沢（ピョンテク）市 採卵鶏 H5N6

㉑ 3月16日 楊州（ヤンジュ）市 採卵鶏 H5N6

家きんでの発生：22件
（H5N6）

あひる
鶏

１４
８

野鳥の感染事例：12件
（H5N6）

京畿道
忠清南道
全羅南道
済州道

２
６
１
３

済州道

1/2

殺処分羽数：約654万羽

1/4

1/10
1/9

1/27

3/16
1/26

忠清南道（３件）
⑰ 2月 4 日 唐津（タンジン）市 種鶏 H5N6

⑱ 2月 8 日 天安（チョナン）市 採卵鶏 H5N6

㉒ 3月17日 牙山（アサン）市 採卵鶏 H5N6

2/4

1/30

2/1

2/8

検体は糞便、斃死体、捕獲鳥

忠清北道（１件）
⑲ 3月13日 陰城（ウムソン）郡 肉用あひる H5N6

3/13
3/17

3/16

鶏 99農場 約581万羽

あひる 40農場 約70万羽

うずら 1農場 約3万羽

発生農場 22農場 約133万羽

予防的殺処分 118農場 約521万羽
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